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  ― 当たり前を、最後まで ― 

立春を迎え、暦の上では春となりました。寒さの厳しい日が続い

ていますが、春は少しずつ近づいています。３年生にとっては、受

検を目前に控えた大切な時期となりました。今は「学ぶ意味を考え

る」よりも、「一問でも多く正解したい」「一点でも上げたい」という思いで日々を過ごして

いる人が多いことでしょう。それは、とても自然なことです。 

 そんな今だからこそ、皆さんに考えてほしいことがあります。それは、「結果を出す人は、

どんなことを大切にしているのか」ということです。 

 

 皆さんもよく知っているメジャーリーグで活躍する大谷翔平選手は、卓越した才能をもつ

選手として知られています。しかし、大谷選手が大切にしてきたのは、特別なことではあり

ません。あいさつをきちんとすること、道具を大切に扱うこと、生活リズムを整えること、

そして、毎日の練習や準備に誠実に向き合い続けること。こうした「当たり前」を、子どもの

頃から丁寧に積み重ねてきたそうです。その積み重ねこそが、世界で活躍する土台となって

います。 

 

 これは、学習においても同じです。成績が伸びる人は、特別な方法を知っているわけでは

ありません。決まった時間に机に向かうこと、気持ちが乗らない日でもまず始めること、生

活リズムを崩さないこと、次の日の準備をしてから休むこと。こうした当たり前を根気強く

続けている人が、最後に力を発揮します。 

 ３年生の皆さんは、今から新しいことを増やす必要はありません。これまで続けてきた当

たり前を、最後までやり切ることが何より大切です。１・２年生の皆さんにとっても、当た

り前のことを当たり前に続ける力は、必ず将来の自分を支えてくれます。 

 

 「凡事徹底」という言葉があります。簡単そうに聞こえますが、実は最も難しく、そして最

も価値のあることです。３学期の始業式でお話しした「毎日一％ずつ自分を高める」という

ことも、凡事徹底を積み重ねることにほかなりません。 

 

 ３学期は一年のまとめであると同時に、新しい学年

への準備期間でもあります。当たり前のことを大切に

し、一つ一つを丁寧に積み重ねる日々が、やがて大きな

力となって実を結びます。残りの３学期、そして次のス

テージへとつながる毎日を、生徒の皆さん一人ひとり

が自分らしく、誠実に歩んでいくことを願っています。 



 

学校の様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

１月８日（木） ３学期始業式 

３学期の始業式は、オンラインで実施しました。２学期の

終業式には学級閉鎖がありましたが、始業式では、全クラス

が揃って式に臨むことができました。体調管理に気を配り

ながら、一日一日を大切にし、充実した学校生活を送ってほ

しいと願っています。 

１月 15 日（木） あいさつ運動 

早朝より、地域福祉活動計画・山川地区実行委員会の皆さ

まが、生徒会役員の生徒と一緒にあいさつ運動をしてくだ

さいました。冷え込みの強い朝でしたが、地域の方々との交

流を通じて、心温まる一日のスタートを切ることができま

した。  

1 月 22 日（木） 吉野川市中学校新人駅伝大会 

時折小雪が舞い強い風が吹き抜ける厳しい寒さの中、吉

野川市総合スポーツ運動場にて駅伝大会が開催されまし

た。本校からは、日頃の部活動やクラブ活動で心身を鍛えて

きた１、２年生の選抜メンバーが出場しました。選手たち

は、持てる力を出し切り、男女ともに見事第２位という素晴

らしい成績を収めることができました。 

１月 23 日（金） 防災学習（１年生） 

１年生は、徳島県県土整備部砂防防災課より５名の講師

をお招きし、「水害に関する防災学習」を実施しました。防

災の基礎知識を学んだ後、本校周辺のハザードマップを用

いた実践的な演習を行いました。生徒からは、「地域の状況

がよくわかった」「大雨の際、自分たちがとるべき行動を具

体的にイメージできた」といった声が寄せられました。 

１月 26 日（月） ふるさと学習（２年生） 

２年生は、講師に阿部和剛さんをお招きし、ふるさと学習

を実施しました。阿部さんはライフワークとして、自作のカ

メラを用いて山川や美郷の美しい風景を写真に収めていら

っしゃいます。当日は、阿部さんの撮影された作品を見せて

いただきながら、慣れ親しんだ故郷の風景を新たな視点で

捉え直す貴重な機会となりました。 


